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トヨタ財団イニシアティブプログラム「中国学の再創造」研究会用レジュメ 

 

日本の社会学における中国研究――その 130 年を回顧する 

 

園田 茂人（東京大学東洋文化研究所） 

 

 

(1) 洋学としての社会学：1890 年代～1920 年代 

 ・社会学の輸入：フェノロサ(1853-1908)と外山正一(1848-1900) 

・陽明学の伝統から社会学へ：建部
た て べ

遯吾（1871-1945）という規格外の人物 

 ・日本を通じた社会学的知識の流通：留学生を通じた情報の流れにみる盛衰（星，2015） 

  ／中国社会学草創期における康宝忠（1884-1919：早稲田大学経済学科）や陶孟和

（1887-1960：東京高等師範学校、LSE）ら留日組の活躍 

 ／「遅れた（つつある）」中国への部分的関心 

 ／本格的社会学的研究の対象外 

 

 
 康宝忠（1884-1919） 陶孟和（1887-1960） 

 

(2) 社会学のローカル化・実証化の中の「中国」：1920 年代～40 年代 

・輸入から自己生産へ：日本と中国における社会学のローカル化と実証研究の隆盛（園田，

1993) 

 ・戦中の動員体制下における中国社会研究「バブル」：林  恵
めぐ

海
み

（1895-1985）、福武  直

（1917-1989）、尾高邦雄（1908-1993）のモノグラフがもつ歴史的意味 

 

 
福武 直（1917-1989） 尾高邦雄（1908-1993） 

 

 

「さて、応召した年（1941 年：注）の秋、陸軍病院を退院して、同時に召集解除になりましたが、そ

のころから、学問論や方法論にはあきあきして、実証研究がやりたくなりました。ちょうどその

ころ、海軍から声がかかって、中国南端の陸上にある海南島という島で民族学的調査をやる
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ことになったのです・・・一ヶ月ほど原住民（黎族のこと：注）の生活実態の調査をやっていまし

たが、わたくしにとってこれは、それまででいちばんおもしろい時期のひとつでした」（尾高，

1995：9-10） 

 

「（卒業：注）論文もすませて肩の荷をひとまずおろしたこと、何とか父の厄介にならなくてもすみそ

うな話がもちあがった。（1939 年）十二月下旬、私は今井さん（今井時郎：注）と林さん（林恵

海：注）が興亜院依嘱の中国農村調査をひきうけるので、四月からその研究助手として手伝

わないかという誘いをうけたのである。助手として手伝えば、調査出張旅費から手当を捻出し

てやろうということであった。この話が、私の研究生活の方向を決定することになった。自分

できめた研究ではなく、手当をもらえるということで農村の研究に入ることになったのであるか

ら、その点では随分便宜的なことだといわざるをえない。しかし、私は、この誘いをうけるから

には、単に手伝うだけでなく、自分としても、やれるだけやってみようと思った」（福武，

1976:43） 

 

・文献学的中国研究の発展：牧野 巽（1905‐1974）と清水盛光（1904‐1999）の家族・宗族研究 

／多様な方法、多様な中国像：実証研究の百花繚乱 

 

   
 牧野 巽（1905‐1974）  清水盛光（1904‐1999） 

 

・福武直の中国農村社会論（今井，2015）：その後の自身の研究との継続性／断続性が示唆す

るもの 

 

(3) 「中国忘却」の時代としての戦後：1940 年代～70 年代 

・日本における実践課題としての民主化（福武，1976） 

・中国における社会学の禁止と台湾・香港における継承・発展：日本の社会学史に「中国」は

存在しない？（新明，1954；富永，2004） 

・冷戦体制下の中国への地域研究的関心の台頭：加々美光行（1944-）、菱田雅晴（1951-）ら

はどこで中国研究を行ったか？ 

／海外事情理解と社会学研究の分離：中国語を理解する研究者の必要性とその供給元 

／アメリカにおける「比較体制研究」と実証的社会学：竹のカーテンを超える工夫と「香港」 

（Tsai, 2009） 

 

(4) 社会学の復活（1979）と改革・開放という契機：1980 年代～2000 年代 

・中嶋嶺雄（1982:256）の共同体論批判：戦前との断絶をどう理解するか 

・日中社会学会(1980-)の誕生と日本社会学者訪中団（1979、1982、1987、1989）：重要な役割

を 果 た す 福 武 （ 1977=1986:43-64 ） 、 青 井 和 夫 （ 1920-2011 ） （ 根 橋 ， 2013 ） と 費 孝 通

（1910-2005）、陸学芸（1933-2013） 

・富永健一（1931-2019）の南開大学招聘（1984）とそのインパクト（富永，2011：209-241）：「近

代化」という新たな接合剤の発見 
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・宇野重昭・鶴見和子らによる内発的発展論＝小城鎮研究：「オールタナティブとしての中国」

と共同研究の進展 

・若林敬子（1944-2014）の人口研究：中国の研究動向に寄り添うということ 

・中国を主なフィールドにする社会学者の誕生：佐々木衞(1948-)、根橋正一（1950-）、中村則

弘(1957-)らの知的営為 

・中国社会研究の「拠点」となる筑波大学：駒井洋（1940-）という特異な存在 

・連字符社会学から中国にアプローチする：石原邦雄（1944-）、萬成 博（1925-）、細谷 昂

（1934-）、髙橋明善（1934-）らの業績をどう評価するか 

  ／中国の変化が引き起こす関心の喚起と研究環境の変化 

  ／第二の中国社会研究ブームと中国研究との「微妙な接点」 
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(5) 中国のプレゼンスの増大と現在：2010 年代～ 

  ・中国の大国化、中国研究の肥大：細分化傾向と多様な研究者の供給源 

  ・日本の中国社会研究をけん引しているのは誰か？中国研究の「エスニックビジネス化」 

・中国社会学の「走出去」：英語圏との直接的な結びつきと中国系研究者のプレゼンスの伸長 

 ・ビッグデータ時代の中国：データ大国は理論大国となりうるか?（園田，2018） 

 

         
 

 

（6）まとめ：日本における社会学と中国研究 

  ・日本の社会学的中国研究は、中国でのデータの採取可能性に決定的に依存する 

  ・中国への社会学的関心は、日本国内における中国への関心の高低に大きく左右される 

  ・中国理解のツールとしての社会学は、戦時下の動員体制にあってたまたま発見されたが、

現在もこれを「計画的に生産する」システムは出来上がっていない 

  ・中国研究における他領域（政治、経済、哲学・思想など）との対話可能性や意欲はさほど高

くなく、特定のイッシュー（ジェンダー、不平等、未婚化・高齢化など）を持たないと、中国へ

の興味・関心は抱かれにくい 
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